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二日コ
戸

原

町

史

上

夫

「
調
和
の
と
れ
た
町
づ
く
り
」
と
い
う
芦
原
町

の
今
日
的
課
題
を
ふ
ま
え
て
の
町
史
編
さ
ん
に
着

手
し
て
か
ら
五
カ
年
余
を
経
て
、
さ
き
ほ
ど
刊
行

さ
れ
た
が
そ
の
編
さ
ん
の
た
め
の
陣
容
は
、
従
来

の
県
下
市
町
村
史
に
例
を
み
な
い
画
期
的
な
も
の

で
あ
る
と
と
が
、
ま
ず
第
一
に
注
目
さ
れ
る
。

小
葉
田
京
大
名
誉
教
授
が
顧
問
と
な
り
、
印
牧
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県
文
化
財
専
門
委
員
が
近
現
代
史
と
全
体
の
総
括

を
担
当
、
地
形
・
地
質
・
地
史
を
三
浦
福
大
教

授
、
考
古
学
を
澄
田
名
大
教
授
、
古
代
・
社
寺
を

重
松
福
大
教
授
、
中
世
史
を
故
井
上
金
大
教
授
、

近
世
史
を
高
沢
金
大
助
教
授
・
故
武
井
福
大
助
教

授
、
教
育
史
を
関
福
大
教
授
、
地
理
を
斉
藤
金
大

教
授
・
吉
川
福
井
女
子
短
大
学
長
、
仏
教
美
術
史

を
野
村
県
文
化
財
専
門
委
員
、
温
泉
史
を
金
崎
石

川
県
農
業
短
大
教
授
・
和
座
金
大
教
授
な
ど
斯
界

の
権
威
者
を
は
じ
め
県
内
の
研
究
者
多
数
の
協
力

を
得
て
完
成
し
た
も
の
だ
け
に
、
極
め
て
学
問
的

水
準
の
高
い
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
分
野
の
調
和
と
統
一

を
は
か
り
、
全
体
号
見
事
に
体
系
づ
け
町
史
編
さ

ん
の
ね
ら
い
を
的
確
に
果
し
て
い
る
。

ζ

の
さ
い

町
当
局
の
格
別
な
財
政
的
な
裏
付
け
な
ど
、
そ
の

真
剣
な
熱
意
の
ほ
ど
に
対
し
て
も
、
全
く
敬
服
の

ほ
か
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
町
史
編
さ
ん
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
、
ま
ず
最
初
に
地
域
住
民
の
生
活
の
基
盤
と

な
る
自
然
環
境
に
徹
底
し
た
探
求
の
メ
ス
を
入
れ

た
の
ち
、
先
史
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
歴
史
的
展

開
を
、
地
元
の
豊
富
な
文
献
等
を
精
一
杯
駆
使
し

上

書
評

て
克
明
に
叙
述
し
て
い
る
。
次
い
で
郷
土
の
地
理

的
諸
条
件
を
、
「
土
地
と
人
の
つ
な
が
り
」
に
視

点
を
す
え
て
分
析
し
地
域
的
な
特
質
を
明
ら
か
に

し
、
さ
ら
に
将
来
へ
の
展
望
と
し
て
の
町
政
の
ビ

ジ
ョ
ン
ま
で
描
き
出
し
て
い
る
。
従
っ
て
巨
視

的
、
か
っ
実
証
的
な
研
究
視
角
に
立
っ
た
画
期
的

な
町
史
編
さ
ん
の
在
り
方
を
提
示
し
た
点
で
、
郷

土
史
学
界
に
対
し
て
甚
だ
啓
も
う
的
な
も
の
と
思

考
さ
れ
る
。

内
容
に
つ
い
て
略
述
す
る
と
、
第
一
篇
「
郷
土

な
の
自
然
」
で
は
、
地
形
や
地
質
に
つ
い
て
精
密

検
討
を
加
え
て
い
る
。
つ
ま
り
北
端
か
ら
西
南
に

続
く
海
岸
、
そ
の
背
後
の
浜
坂
砂
丘
・
北
潟
湖
、

加
戸
か
ら
細
呂
木
に
続
く
広
い
台
地
、
と
れ
ら
の

南
に
広
く
拡
が
る
坂
井
平
野
の
竹
田
川
流
域
に
つ

い
て
の
自
然
環
境
の
特
質
を
、
地
質
学
の
立
場
か

ら
鮮
や
か
に
解
明
す
る
。

第
二
篇
「
郷
土
の
歴
史
」
で
は
、
先
史
時
代
の

地
史
・
原
始
・
原
史
時
代
の
検
証
に
当
り
、
今
日

の
考
古
学
の
学
問
的
成
果
を
十
二
分
に
活
用
す

る
。
さ
ら
に
古
代
に
お
け
る
条
里
制
の
展
開
は
じ

め
、
東
大
寺
領
庄
園
の
桑
原
庄
の
成
立
、
発
展
お

よ
び
経
営
内
容
を
検
証
し
、
ま
た
神
仏
信
仰
の
実

態
に
つ
き
、
井
口
神
社
・
春
日
神
社
・
安
楽
寺
の

徹
底
し
た
調
査
、
検
討
を
試
み
て
い
る
。
中
世
で

は
、
興
福
寺
兼
春
日
社
領
の
河
口
庄
・
坪
江
庄
の

構
成
と
支
配
に
つ
い
て
の
卓
抜
な
史
眼
に
よ
る
克

明
な
分
析
は
、
越
前
の
庄
国
史
の
研
究
に
寄
与
す

る
と
と
ろ
も
極
め
て
大
き
い
。

こ
の
さ
い
、
嘉
元
三
年
(
一
三

O
五
)
と
応
長

元
年
(
一
三
一
一
)
の
中
世
古
文
書
に
み
ら
れ
る

「
葦
原
新
田
」
の
語
に
つ
き
、
河
口
庄
の
預
所
な

い
し
雑
掌
が
葦
原
を
開
招
し
て
新
田
に
す
る
と
、

給
与
の
増
額
分
に
当
て
ら
れ
る
も
の
と
解
釈
す

る
。
そ
の
た
め
現
在
の
芦
原
の
初
見
が
鎌
倉
後
期

で
あ
る
と
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、
「
た
ま
た
ま
現

在
の
町
名
の
つ
い
た
地
域
が
、
無
限
の
可
能
性
を

秘
め
て
九
頭
竜
川
下
流
域
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
と

い
う
乙
と
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
の
葦
原
の
開

拓
が
北
陸
を
し
て
日
本
海
域
き
つ
て
の
先
進
地
域

と
さ
せ
た
点
は
銘
記
さ
る
べ
き
で
、
芦
原
と
い
う

町
名
は
発
展
す
る
町
と
説
明
し
て
憎
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
」
(
一
八

O
頁
)
と
甚
だ
示
唆
的
な
興
味

深
い
見
解
を
ひ
れ
き
す
る
。
さ
ら
に
地
域
の
仏
教

関
係
の
文
化
遺
産
や
各
種
の
文
化
財
の
詳
細
な
調

査
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
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近
世
で
は
、
複
雑
な
領
地
と
支
配
の
関
係
、
農

政
機
構
や
農
業
経
営
・
農
民
生
活
の
実
態
、
用
水

の
管
理
運
営
、
水
利
の
発
達
と
争
論
、
百
姓
一
授

・
村
方
騒
動
な
ど
、
豊
富
な
史
料
や
図
表
に
よ

り
、
後
期
封
建
社
会
の
成
立
・
発
展
・
崩
壊
過
程

を
明
快
に
検
証
す
る
。
明
治
以
降
の
近
現
代
に
つ

い
て
は
、
芦
原
・
北
潟
・
本
荘
の
三
村
の
成
立
、

泉
都
芦
原
の
出
現
、
戦
後
の
新
芦
原
町
の
誕
生
と

発
展
を
中
心
に
、
多
彩
な
歴
史
的
変
遷
の
足
取
り

を
、
リ
ア
ル
な
筆
致
で
克
明
に
描
き
出
し
て
い
る
。

第
三
篇
「
郷
土
の
地
理
」
で
は
、
「
土
地
と
人

の
つ
な
が
り
」
と
い
う
視
角
か
ら
、
種
々
の
資

料
、
統
計
図
表
等
を
用
い
て
、
地
理
的
・
社
会
経

済
的
な
諸
条
件
を
分
析
、
検
討
す
る
。

第
四
篇
「
郷
土
の
将
来
」
で
は
、
今
後
の
町
政

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
中
心
に
、
国
の
坂
井
北
部
丘
陵
地

総
合
開
拓
建
設
事
業
や
県
の
総
合
振
興
計
画
に
果

す
重
要
な
役
割
に
つ
き
、
短
期
・
長
期
の
両
観
点

か
ら
町
政
の
未
来
の
青
写
真
を
明
示
す
る
。

戦
後
ど
し
ど
し
刊
行
さ
れ
た
市
町
村
史
の
編
さ

ん
に
当
り
、
と
か
く
疎
漏
に
な
り
が
ち
で
、
ま
た

難
点
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
、
地
域
住
民
の
生
活
の

基
盤
と
な
る
自
然
漂
境
に
つ
い
て
の
精
密
な
探
索

や
先
史
時
代
の
科
学
的
解
明
、
さ
ら
に
は
将
来
へ

の
具
体
的
な
展
望
で
あ
っ
た
が
、
芦
原
町
史
に
お

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
徹
底
的
に
究
明

し
、
学
問
的
な
追
及
を
試
み
て
お
り
、
既
刊
の
郷

土
史
の
な
か
に
断
然
精
彩
を
放
つ
も
の
と
し
て
高

く
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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